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職
人
」
の
圏
一
十
六
・
七
世
粗
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
の
ギ
ル
ド
に
は

J
Z晶
司
円
E
『
町
一

憾
と
解
し
、
ウ
ヰ
プ
は
「
小
親
方
」
を
合
む
&
僻
す
る
a
保
し
著
者
は
一
目
E
E
m
g
z
n
m
官
叫
自
白
河
4
2
司
F
H
『
2
0
町
四
回
口
。
耳
目
。
忠
吾
朗
自

ー
ド
ム
識
の
如
き
内
容
境
曲
に
止
っ
て
繭
読
を
聯
嗣
円
せ
じ
品
る
-

L

一
回
E
P
E
旨
凶
器
Z
Z
E
Z
E
E
-
4
3
ロ

O
階
融
構
成
が
生
ピ
、
そ
れ
に

【

C
】

商

業

的

ギ

ル

ド

的

手

工

業

的

ギ

ル

ド

吸

民

一

伴

ひ

地

』

郁

布

(

H

司
z
v
m
回
開
E
B
)
政
拍
の
寡
頭
化

h
k書
目
。
n↓
F
E
-

地
域
的
骨
業
H
市
揚
の
展
開
、
そ
れ
に
押
ふ
手
工
業
の
家
内
ー
エ
一
業
官
。
S
E
p
g
E
]
g
E
↓
F
H
a
m
E
ぬ
る
が
表
れ
る
。

自
由
時
沼
田
島
国
民
同
世
)
五
府
換
一
品
目
ひ
、
地
方
都
市
で
は
、
〔
イ
〕
商
人
(
小
(
融
豆
、
F
S
P
F
骨
m
E
E
U
昔
、
廿
息
B
E
昌
一
ω

ア
ン
F

ウ

イ

ン

『

十

六

・

古

品

円

相

。

工

業

組

織

』

鋳

式

f
一

品

世

リ

崎

市

一

説

.'，-. 

• 

四
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四
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、
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1町

ア
ン
ウ
イ
シ
『
十
六
・
七
世
絶
円
工
業
組
織
』
一

三
台

z
oザ
ベ
ス
周
司
4
A
d
-
-
l目
成
立

土
曜
許
霞
L
た
如
イ
、
本
捕
手
ヨ
業
品
引
A
F
併
有
し
て
-
ゐ
た
商
業
掛
離
日

分
配
機
能
1
6
苧
工
業
機
曲
目
生
産
槽
簡
と
が
分
裂
L
で
、
前
者
を
「
両
人
」

寄
与
ω、
後
者
を
手
工
業
親
方
が
櫓
住

L
、
そ
し
て
つ
商
人
」
の
手
工
業

親
方
支
配
が
生
じ
?

円
駐
)
六
、
何
回
項
目
、
ヨ
宮
古
乱
。
一
叫
唱
ロ

S
E
a
-
Q品・
2

七
、
可
E
2
を

E
a
E豆
巴

EMV宮
戸
(
前
出
)
、
に
も

E
自
E
2
E
A

EMVEuH
に
も
僻
す
る
。
逝
冒
す
れ

d
日
E
n
r
E
"
。
E
1。『官

を
と
曹
に
宮
内
同
盟
主
巴

E-zr払
に
、
と
き
に
口
。
固
E
2
2
E

Ehvu巴
に
解
ナ
る
・
規
定
。
不
斑
骨
を
示
?
。

機
手
工
栄
親
方
の
ギ
ル
ド
限
界
の
「
保
守
主
義
」
に
封
じ
、
「
商
人
」
は
移

，
動
性
を
有

L
、
小
間
物
商
・
代
立
尚
・
皮
革
向
が
共
に
羊
毛
轍
闘
に
従
事

l

'
L、
小
間
物
商
が
崎
千
輸
入
・
帽
子
向
ふ
履
主
・
羊
弔
輪
出
に
従
略
。
仏
m

L

る
、
ギ
ル
ド
の
排
他
的
特
構
の

H
F如
を

F
O
E
s
n
E
o
a
，
と
棉
す
.

日

S
島自

Q
Z
V
4
4
2
y
o
n
-
p
g官
唱
を
例
盟
主
ナ
れ
ぽ
、
と
与
で
『
商

か
&
稽
ナ
る
も
の
医
師
一
Z

O
仕
上
げ
た
織
物
サ

3
1ク
完
成
町
刷
物
を

輸
出
す
る
輪
出
商
k
織
一
耳

H
「
商
人
雇
主
L
'
a
の
一
階
輯
〈

H
E
Z
4
)
が
告

主
れ
叫
手
工
業
親
方

1
汁
小
官
方
」
(
川
』
官
官
自
目
白
色
世
出
席
叫
)
正
職
人
止

の
二
階
輯

(
H吋
0
2
5
3
R従
麗
し
て
ゐ
た
・

ギ
ル
ド
目
立
る
謀
本
的
謝
意
、
「
商
業
費
本
」

H
E
S
左
「
庫
業

費
本
」
H
吋

2
E
E司
と
自
製
立
で
あ
M
9
、
劃
立
D
頂
献
は
一
六
、
一
回
年

白
「
主
ヅ
ケ
E
シ
計
置
し
で
あ
る
@
然
し
か
S
る
革
本
的
封
立
に
も
か
A

/
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四
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四
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安ム
定る
性均
m 衡

脳蹴
持J践
でと
るそ
る z

• 9 
ザ，

'ミ

ス

朝
ヨ

ノ、

<D 

霊
" あ
り

そ

小
親
方
の
ヨ
ム
パ
一
一

1
結
成
一

A
l
!
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
ヨ

T
ポ
レ
1
V
ョ
マ
の
成
立
ー
ー

ニ
Maチュ
F
lト
朝
ロ

1
ポ
レ

1
・
ヨ
シ
由
威
主

一

〔
A
】
「
小
親
方
」

O
Z
ご
T
結

晶

一

一dv

『
繭
挙
資
本
」
主
「
虚
業
費
本
」
と
の
某
本
的
劃
立

I
輸
出
商
・
「
商
人
麗
主
」

の
「
小
親
方
」
〔
職
人
〕
e
安
配
が
エ
リ

F
4
ス
朝
ヨ
ム
パ
昌

1
白
特
質
雪
あ

っ
た
@
然
る
に
コ
開
業
費
本
』
は
一
一
一
つ
の
段
階
を
極
過
す
る
@
〔
イ
〕
千
四

、
十
五
世
胞
の
〔
永
久
的
〕
聴
入
粗
骨
。
〔
ロ
〕
事

E
2
3
1
h川
日
以
朝
日

d
時
ヘ

♂よ

HV
一
時
的
職
人
の
組
骨

uLι
れ
は
非
品
部
組
合
↓
ヨ

1

4

レ
ー
シ
劃

シ
〔
試
験
段
階

}
4階
紘
分
裂
を
紐
過
ず
る
。
[
ρ

凶
十
八
世
相
の
捗
働
組
骨
@

官E-

"、

〆



註)凡、
d訂
正
凶

L
E
E
5
H
O晶
B
E
E
S
-
E
4・u
・

「
小
規
方
」
す
な
は
ち
ヨ

1

マ
シ
リ
ー
は
自
ら
の
所
周
す
る
ギ
ル
ド
を
脱

し
て
ヨ

1
ポ
レ

v
レ
ョ
ン
を
結
成
す
る
@
ィ
庇
草
両
2

ム
パ
=
ー
か
ら
手
袋

屋
ヨ
ム
バ
=
T
、
小
間
柏
屋
ヨ
ム
パ
昌
'
酢

b
フ
ェ
ル

f
製
建
屋
ヨ
ム
パ

=
I
円
分
離
樹
立
は
こ
れ
で
あ
る
。

【

B
いコ
-
A
B
ハ一

7
J
同
費
本
調
撞
主
岡
一
家
捜
同
明

門
小
親
方
い
ほ
元
事
資
本
不
足
で
あ
る
が
、
ヨ
バ
ポ
レ

1
シ
ョ
ン
特
許
挟

獲
得
費
を
要
す
る
。
費
本
調
誌
に
は
ニ
方
法
1
〔
イ
〕
告
費
事
業
。
ギ
ル
ド

は
組
骨
員
四
平
等
調
立
を
維
持
す
る
た
品
製
品
開
料
白
大
貯
間
冊
目
禁
止
ま

た
は
分
配
を

ιて
き
た
針
冶
元
事
慈
善
や
組
合
員
へ
の
貸
奥
を
目
的
と
し

た
共
同
財
産
を
原
料
の
共
同
鴎
入
に
使
用
し
は
ピ
品
、

F
乱
m
p
E
H
1

官
耳
目
白
司
己

E
拝
。
号

E
H官
白
河
で
は
最
初
か
ら
計
書
的
に
合
費
事

諜
壷
行
間
ん
と
す
る
。
門
官
〕
輔
占
。
告
費
事
業
は
共
有
財
産
管
盟
の
た
め

m

惜
的
棚
橋
正
事
業
嗣
織
と
に
困
難
が
畠
る
の
で
、
寧
品
ギ
ル
ド
が
個
々
の

費
本
家
L
C

共
同
協
定
を
な
し
、
彼
瞳
を

ιそ
費
本
を
僻
給
骨
じ
め
、
彼
等

を
し
て
ギ
ル
ド
を
代
表
せ
し
品
る
申
が
容
易
で
島
つ
粧
品
喝

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
豆
朝
位
、
「
商
業
資
本
」
の
自
由
貿
易
論
に
反
却
し
て

『
小
親
方
L
H
手
工
業
者
白
保
護
主
轟
に
陣
方
ず
る
@

(
駐
)
九
、

S
S
F
F
p
m
E
H
。
者
mumps-
日
脳
同
削
件
。

2
-〕
重
商
産
踊
1
植
樹
軍
制
土
「
屋
損
資
本
」
と
自
縛
A
E

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
縄
劃
王
制
主
「
産
業
費
本
」
主
の
前
遁
円
如
き
結
合
を
夫

m如
t
既
明
す
る
，

L

.

ア
シ
ウ
イ
シ
『
十
六
・
七
世
胞
の
工
業
組
織
』

(
世
)
一

o、
口
回
4
2
旦

E
金
制
官
止
。
晶
置

ZEMO回
O
E
T
戸

〔A
〕
重
商
主
義
の
要
素

重
荷
主
詣

(IHm庄内

S
E
E
Z曲
目
仏
〉
目
。

HmEa
胃
s
。
田
町

一

F
E
E
-
u
E
)
は
λ
イ
〕
組
制
主
議
了
由
民
旬
宮
川

E
S
B
E
V唱
MMEE

一

E
E
E
n
Z
4
Eゐ

E
E自
目

m
-
E
E
F
o
p
E呂
自

主

宮

-
n
E

-

V

司
耳
官
昌

g
z
z
z
凶
器
毘
見
吉
田
品
。
工
図

F
0
2
0自
民
目
。
士
宮
田
喜

一

Fm
目
ι也
自
可

E
q
o『
【

R
L
自
民
町
。
耳
目
層
向

E
H
E
E
D
-
m
官
E
R
H

-

4

局
g
V
陀
支
持
さ
れ
、
門
ロ
〕
向
業
的
利
毎
日
田
舎
生
産
申
自
由
貿
易
主
義

一

と

Z
S品
目

5
2
I都
市
生
皮
白
笠
間
貿
易
主
義
と
の
封
立
に
和
い
て

一
後
者
に
個
君
、
〔
A

U

「
錬
柴
の
基
準
」
弘
z
b貿
易
差
額
か
ら
す
る
国
際
劃
立

を

は

ら

む

@

僧

門
B
U「
ロ
ッ
ク
1

シ
計
世
」

m
説
明

」
四
六
占
51苧
宅
融
問
・
車
問
宅
政
牧
輪
開
制
限
昔
日
、
一
四
八
七
年
末
盤

瑚
唱
岨
刷
物
輸
出
限
ま
で
披
張
古
恥
、
へ
w
d
p
I
八
世
治
下
敷
去
に
わ
た
ワ

、
て
再
確
認
~
一
さ
れ
た
，

t
m
h
る
白
唱
織
拘
轍
出
疎
止
と
染
唱
織
物
職
問
奨
聞

は
、
ヨ
ッ
ケ
I
Y
に
よ
っ
て
A

抑
制
さ
れ
た
一
六
一
四
年
申
「
未
整
四
毛
織

物
輪
開
禁
止
宣
言
」
}
六
一
五
年
同
萄
マ
ー
チ
ャ

ν
ト
・
ア
ド
グ
ェ
シ
チ
も

ア
ラ

1
m
解
肢
と
新
マ
ー
チ

r
シ
ト
・
ア
ド
グ
ェ
シ
チ
ュ
ア
ラ
I
D
設
立
を

頂
貼
と
す
る
・
著
者
は
「
ロ
ッ
ケ
1

シ
計
輩
」
を
宜
商
主
諸
政
策
的
最
高

国
止
し
て
事
故
ふ
.

〔
イ
〕
一
六
一
四
芋
「
刷
出
胤
議
合
」
(
吋

E
〉
島
町
品
目
月

E
目
局
面
同
)
白
解
散

に
よ
ワ
て
、
ジ
ェ

1
ム
ズ
一
世
は
議
官
の
協
賛
を
要
せ
ざ
る
財
政
牧
入
方

-
修
一
蹴

ヲ~
， 

第
六
十
一
審

四
七

四
七

ノ



"~ ， 

T
Y
ウ
イ

V
『
十
六
・
占
世
相
申
工
業
組
織
』

揖
を
品
宴
、
と
し
、
一
六
一
軍
M
T

「
財
政
枚
入
の
た
品
目
多
数
の
結
金
町
悌

謹
翻
続
へ
凹
代
替
い

-
tる
サ
'r
・
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
タ
ヲ
シ
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
操

業
が
採
用
さ
れ
た
@
寸
司
岬
ノ
タ
ー
シ
計
硯
」
は
絡
調
主
制
白
か
込
る
市
政
的

一
必
要
に
慕
〈
@

〔
腎
〕
屡
塩
、
し
た
釦
〈
、
「
向
λ
雇
主
」

m
r
E
E
H都
市
生
産

(
L
O
Z

E
Z
2
1
0著
者
は
シ
ュ
モ
ラ
ー
に
従
っ
て
「
輔
域
鼠
桝
」
段
階
と
七
、

m
v
E
S
F
ヨ
P
Z
E
q
E
島
巧
E
Z
V
E島

E
君
。
百
円

H
E
F

2
2
1
n
v
官
官
昔
日
自
己

F
出
品
円
否
。
『
吋
。
羽
田

E
d〈
a
B
E
'

任
問
。
。
♀
r・
出

E
開
肩
書

c-
ロE
E
Z品
目
阿
片
品
目
問
。
司

Z
E
R

n
E
E
を
例
誼
と
す
↑
封
中
間
両
大
(
リ
〉
唱
闘
禁
止
出
且

E
E
H
d
E
qラ

司
BM唱
。
自
国
関
凶

A
4
2
t
u閃
の
統
一
者
)
H
岡
合
生
産

(
1耳
目
回

国

1
品
。
同
日

2
2
b
E百
1
4弓
白
一
色
同

A
r
a
)
四
封
主
位
、
前
者

申
傑
諦
貿
易
主
議
?
と
後
者
の
自
由
貿
易
主
義
向
調
立
と
し
て
表
れ
る
@
そ
〈

し
で
、
絹
掛
亙
制
H
「
商
人
雇
主
」
H
都
市
生
底
的
保
韓
貿
易
主
義
が
議
骨

H
申
問
商
人
H

回
骨
車
庫
由
自
由
貿
易
主
義
を
抑
歴
L
た
軸
果
が
意
向
主

*
 

義
、
そ
白
樺
致
が
「
ヨ
2

ケ
T

V
計
竃
」
で
あ
る
.

蔀
車
内
主
識
を

JSU冒
】
目
耳
目
白
色
民
自
主
稽
す
.
《
シ
リ
1
四
世
お
よ

び
ヨ
か

4
1
ル
白
産
業
政
策
が
一
方
で
は
岡
家
統
一
回
障
害
を
陣
去
し

ヲ
ミ
他
方
で
乙
れ
を
強
他
し
た
円
J
も
か
A

男
性
格
に
基
〈
@

円
ヨ
ワ
ケ

1

ン
計
犠
」
は
劃
外
的
忙
仕
閥
横
臓
を
づ
よ
品
、
調
門
的
引
は

染
』
唱
般
物
。
販
路
を
得
ず

L
で
、
還
に
新
唱

3
ナ
ャ
シ
ト
・

7
F
M
V
エ
シ
ヂ

ュ
ア
ラ
ー
は
白
宅
轍
物
白
轍
出
許
可
を
求
晶
、
一
六
一
七
年
新
ア
ド
ゲ
』
ン

j"" ， 
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四
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J
a
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チ
羊
'
ヂ
ラ
ー
を
腿
し
醤
ア

r
ゲ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
ー
を
説
活
ず
る
.
そ
し

c
窓

商
主
識
は
漸
戎
衰
'
b
.
4

帯
著
者
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
同
民
の
提
品
川
円
も
う
一
つ
の
可
能
h
w
瑚
論
、
す

な
同
市
岡
内
崎
通
車
自
由
、
意
向
者
端
的
制
限
唱
比
較
的
少
れ
と
と
白

た
品
に
、
イ
ギ

9
為
は
山
間
〈
と
も
三
枇
杷
聞
大
陸
瑚
繭
家
由
貿
噛
唱
と
義

撃
で
畠
う
た
生
産
力
を
築
き
あ
げ
た
M
H
h
p
で
な
く
、
よ
り
大
き
な
惨

業
自
曲
目
原
則
自
そ
白
後
一
に
射
げ
る
探
聞
白
た
品
白
ー
一
つ
り
基
礎
的
準

備
を
作
り
つ
L

あ
っ
た

ζ
ι
t
-
E院
す
が
ば
古
田
分
で
あ
目
、
」
モ
恥
が
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